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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和2年2月18日（火）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：児嶋長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから原子力規制庁の定例ブリーフィ

ングを始めます。 

○児嶋総務課長 報道官の児嶋です。 

  それでは、お手元の広報日程に従いまして、補足説明をいたします。 

  まずは、1番、原子力規制委員会について。 

  （1）第64回原子力規制委員会、こちらは議題が6つございます。 

  議題1「中深度処分に係る規制基準等の策定に関する原子力規制委員会と電気事業連合

会の意見交換」、こちらは1月15日の原子力規制委員会におきまして、中深度処分の規

制基準の策定方針について、委員会の了承が得られました。その方針に対して、事業

者側の意見を委員会の場で確認するものです。 

  議題の2番目です。「保障措置検査の実施要領の策定について（案）」、こちらは昨年

5月15日の原子力規制委員会におきまして、少量の核物質が使用される施設に対しても、

日本が単独で保障措置検査を行う方針が了承されました。これを受け、そのための保

障措置検査の実施要領案を委員会に諮るものです。 

  続きまして、議題3「安全研究の評価結果（案）について（中間評価及び事前評価）（第

2回）」、こちらは1月29日の原子力規制委員会におきまして、技術基盤グループが実施

する安全研究の評価結果の案について報告したところ、その内容について、委員会の

指摘があったことから、修正を加えて改めて委員会に諮るものです。 

  続きまして、議題4「原子力施設に係る審査全般の改善策について（案）（2回目）」、

こちらは1月29日の原子力規制委員会におきまして、審査全般の改善策の案を報告した

ところ、その内容について委員会から指摘があったことから、修正を加えて改めて委

員会に諮るものです。 

  続きまして、議題5「東京電力ホールディングス（株）福島第一廃炉推進カンパニーの

体制強化について」、こちらは昨日の特定原子力施設監視・評価検討会におきまして、

東京電力より、福島第一原子力発電所の体制強化に関する具体的な説明があったこと

から、その内容を委員会に報告するものです。 

  最後です。議題6「国際原子力機関（IAEA）核セキュリティ国際会議の結果概要につい

て」、こちらは田中委員が2月10日からIAEAで開催された核セキュリティ国際会議に出
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席された結果を報告するものです。 

  続きまして、その2つ下になります。（3）第66回原子力規制委員会臨時会議、2月25

日火曜日の10時からとなります。議題は3つございます。 

  議題1は「BWR プラントにおける原子炉格納容器の過圧破損防止対策に係る審査の進め

方について（案）」、こちらはBWRの特定重大事故等対処施設の審査に関しまして、原

子炉格納容器の過圧破損防止対策として要求する設備の考え方について、委員会に諮

るものです。 

  議題2は「放射線審議会委員の選考について」、こちらは任期満了する放射線審議会委

員の代わる方の選考を行うものです。 

  議題3は「原子炉安全専門審査会委員の選考について（案）」、こちらも任期満了する

原子炉安全専門審査会、いわゆる炉安審の火山部会の委員の代わる方の選考を行うも

のです。 

  続きまして、1枚おめくりください。2ページ目です。 

  まず、2月19日水曜日の会見に関してです。明日の会見ですが、16時半からとなりま

す。これは、明日の午後は更田委員長に国会の予定が入ったためであります。よろし

くお願いいたします。 

  続きまして、その下です。2月20日木曜日、（4）第838回原子力発電所の新規制基準適

合性に係る審査会合、こちらは中国電力・島根原子力発電所2号機の設置変更許可に関

しまして、フィルタベントを使うタイミングについて、昨年11月28日の会合のコメン

ト回答を受けるものです。 

  私からは以上となります。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり、所属と名前をおっ

しゃってから質問のほうをお願いします。 

  質問のある方は手を挙げてください。 

○記者 共同通信のアベです。 

  明日の規制委員会定例会合の議題1についてお伺いしたいのですけれども、この中深度

処分の前回のときに、委員長から、規制を策定後は規制を言い訳にしないでほしいとい

う、何か言質を取るようなことをおっしゃっていた記憶があるのですけれども、それに

ついて、今回、意見交換ということでよろしいのでしょうか。 

○児嶋総務課長 そのとおりです。事務局のほうでやり方を考えてくださいというふうな

御指示がありまして、結果としては、この委員会の場で意見を聞くことになりました。 

○記者 分かりました。 

 

○司会 ほか、ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 
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  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。お疲れさまでした。 

 

－了－ 


